
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 堀 正嗣 さん（熊本学園大学社会福祉学部教授） 

★参加申し込みは、 

こちらからお願いします。 

もちろん、電話、メールでの 

申し込みも受け付けています。 

ひろしまチャイルドライン子どもステーションの新しい事業アドボケイト派遣センター設立のキックオフとして、また

第２５期受け手養成講座スタートの特別講座として、特別講演会を開催します。講師は子どもアドボカシー研究第一

人者の堀正嗣さん（熊本学園大学社会福祉学部教授）、栄留里美さん（大分大学福祉健康科学部専任講師）をお

招きして「子どもの声を聴くことの大切さ」を考えていきます。みなさんのご参加をお待ちしています。 

講演  子どもアドボカシーとは？  

シンポジウム 子どもの声を聴くことの大切さ

特別講演会＆シンポジウム 

参加費 1000 円 
高校生まで無料 

    

 

主催：特定非営利活動法人 

ひろしまチャイルドライン子どもステーション 
〒７３０－００１３ 

広島市中区八丁堀７－１１広島 YMCA 気付 

  TEL/FAX    ０８２－２３３－８６５５ 

事務局携帯 ０９０-７９９８-６１１３ 

Ｅ-ｍａｉｌ hiroshima-childline@fine.ocn.ne.jp 

 

特定非営利活動法人ひろしまチャイルドライン子どもステーション 2022年度広報事業  

堀   正嗣（熊本学園大学社会福祉学部教授） 

栄留 里美（大分大学福祉健康科学部専任講師） 

上野 和子（特定非営利活動法人 

ひろしまチャイルドライン子どもステーション理事長） 

定者 吉人（一般社団法人子どもアドボカシーセンター広島代表・弁護士） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀 正嗣（ほり まさつぐ）さん 
 熊本学園大学教授。 1990年代から子どもアドボカシー研究に取り組む。 英国の制度

に倣い、独立した第三者による子どもアドボカシーサービスの導入を提唱。  

著書に『子どもアドボカシー実践講座 福祉・教育・司法の場で子どもの声を支援する

ために』（解放出版社）『子どもアドボケイト養成講座――子どもの声を聴き権利を守る

ために』（明石書店）「子どもの心の声を聴く 子どもアドボカシー入門 」（岩波ブック

レット）共著「アドボカシーってなに？ 施設訪問アドボカシーのはじめかた」（解放出

版社）など。 

 

栄留 里美（えいどめ さとみ）さん 

日本で児童虐待対応を経験した後、英国に滞在しアドボカ

シー実践を調査、現在、日本での子どもアドボケイトの養

成・実践を行っています。 

資格 博士(社会福祉学)・社会福祉士・保育士 

単著「社会的養護児童のアドボカシー・意見表明権の保障

を目指して』(明石書店、2015)。共著「子どもソーシャル

ワークとアドボカシー実践」（明石書店、2009）「イギリス

の子どもアドボカシーその政策と実践」(明石書店、2011)

「独立子どもアドボカシーサービスの構築に向けて」（解

放出版、2018） 

定者 吉人（じょうしゃ よしと）さん 
1986 年に弁護士登録後、日本における子どもの基本的人権の

実現に取り組んできた。2011 年子どもアドボカシーに出会い、

それ以降、堀さんと連携しつつ、子どもアドボカシーの普及に

尽力。弁護士（広島弁護士会）。定者法律事務所所属。 

2008 年～ 日弁連 子どもの権利委員会 幹事 

2014 年度～2018 年度 広島市要保護児童対策地域協議会会長 

2015 年度～2017 年度 広島少年院視察委員会 委員長 

2015 年～ NPO 食べて語ろう会 顧問 

 

2018 年～ 子どもアドボカシー広島 代表 

 

2019 年～ 広島大学教育学部心理学専攻 客員教授(関係行政

論を担当） 

2022 年度「子どもアドボケイト派遣センター広島」設立へ 

 今年は、2003 年に NPO 法人ひろしまチャイルドライン子どもステーションを設立し、20 年目の節目となりま

す。今年度、組織名に「子どもステーション」と名付けた意味を実感する事業を行うこととなりました。広島県

の委託事業ですが、「令和 4 年子供の権利擁護事業業務」を担います。実際には、県内のこども家庭センターに

一時保護をされている子どもたちや、施設で暮らしている子どもたちの話を、子どもたちと利害関係のない大

人として「聴く」いわゆる「意見表明支援員（アドボケイト）」を養成、派遣業務を担当します。組織としては、

チャイルドラインと、アドボケイト派遣の二つの事業を行います。チャイルドラインは電話、オンラインで子

どもたちの話を聴く活動ですが、アドボケイト派遣事業は、施設の子どもたちに直接話を聴かせてもらい、マ

イクになる活動です。「傾聴」することに変わりはありませんが、決して同じではありません。 

「子どものことは、子どもに聴こう！」をスローガンに、「子どものことを大人の都合で決めない！」ことを大

事に取り組んでいきます。 

■ 当日は検温をしてご来場ください。（37.5℃以上の方及び体調不良の方はご遠慮ください） 

■ 来場の際は感染予防のためにマスクの着用をお願いします。 

■ 入・退場時にはソーシャルディスタンスの確保をお願いします。 

■ 会場入口に消毒液を設置しておりますのでご利用ください。 

■ 座席については自由席ですが、スタッフがご案内する場合もあります。 

■ 会場内で体調の異変を感じた場合、講演中でもご遠慮なく近くのスタッフにお声かけください。 

 

 

≪新型コロナウイルス感染拡大防止対策の協力のお願い≫ 

 

上野 和子 

特定非営利活動法人 

ひろしまチャイルドライン 

子どもステーション理事長 

 

  

 


